
【 第６０回熊本大学定例学長記者懇談会 】 

日   時：令和８年１０月１４日（水）１４：００～１５：００（予定） 

場   所：本部棟１階 大会議室 

本学出席者：熊本大学長  小川 久雄 

理事（広報・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ・行政連携担当）   宮尾 千加子 

内  容： 

１．A-STEP産学共同ステージⅡ（本格フェーズ）採択について（資料１） 

  －食品品質を劣化させない高電界パルス殺菌技術の社会実装－ 

  産業ナノマテリアル研究所 教授 勝木 淳 

  研究開発戦略本部イノベーション推進部門 主任URA 松浦 佳子 

２．熊本大学・熊本県立大学ダイビング部「くまもと環境賞 受賞報告」（資料２） 

 ～部門賞「くまもと水の国賞」受賞と藻場回復活動について～ 

 熊本大学 工学部 機械数理工学科 機械工学コース3年 荒古江 彩乃 

  熊本大学 理学部 理学科 物理学コース2年 田島 魁 

  熊本県立大学 環境共生学部 居住環境学専攻3年 森崎 湧 

３．第１５回紫熊祭及び第６１回阿蘇耐久遠歩大会の開催案内について（資料３） 

紫熊祭実行委員長 情報融合学環3年 蓮田 彪華 

  体育会第67代本部企画長 教育学部小学校専攻4年 遠山 若奈 

４．報告事項 

・Giving Campaign 2026について

・Kumamoto–Taiwan Students Summit 2026 ほか





2026.10.14熊本大学学長記者懇談会

説明資料

A-STEP産学共同ステージII (本格フェーズ）
2026年度採択課題

食品品質を劣化させない
高電界パルス殺菌技術の社会実装

研究期間： 2026年10月,.....2029年3月(2.5年間）

研究責任者

参画機関1

参画機関2

協力機関

熊本大学・産業ナノマテリアル研究所勝木淳

岩井機械工業株式会社 増田直也
キユーピー株式会社 磯部和宏

熊本県酪農業協同組合連合会 栗原二郎

食品の加熱殺菌の限界：

・食品製造に不可欠：食品原料には病原菌や腐敗菌が存在するため、
すべての食品製品は主に加熱によって殺菌されている。

・加熱殺菌の限界：加熱殺菌では、原料中のタンパク質やビタミンなど
が熱変性し、風味の劣化、変色、機能性の低下など、食品とし
ての品質劣化が不可避。

・加熱殺菌の影響は二次製品へ：殺菌卵や殺菌乳の劣化は、マヨネー

ズや洋菓子などの二次製品や、調理の品質に直結。

高品質食品製造のため、
加熱しない物理殺菌技術
が求められている。

高タンパク食品原料
（牛乳、液卵、ほか）

天然成分
＋ 

病原菌、 腐敗菌

※十分な殺菌が不可欠！
（食品衛生法、省令）

一次製品

成分の熱変性
（風味 ・ 色 ・ 物性
変化、栄養損失）

デ ー タ：キュ ー ピ ー （符） 二次加工食品／調理
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攪拌時間［分］

※特に高タンパク 加熱殺菌による
食品で顕著！ 液卵変性の例

※殺菌製品の品質が二次加工
品の品質や調理に影響！
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有望な加熱しない殺菌法：高電界パルス殺菌(PEF殺菌）

・加熱しない物理殺菌：細胞膜表／裏への正／負イオン集積による膜電界増大に伴う応力によって、
細胞膜が不可逆的に破壊し、死に至る。

・成分変性が少ない： 外膜を持たないタンパク質や粒子状成分には電界は直接影響しないので、
原料本来の風味や機能性を保持できる理想的な殺菌法。

導電性流体

細胞膜

PEFによる細胞膜破壊メカニズム PEF印加による細胞膜破裂
（人工細胞）
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PEF印加後の膜を介した物質輸送

PEF殺菌技術の実用化（大流量処理）を阻む課題

．壁面付近の液体が過熱： 大流量処理では、流路壁面付近の低流速層にエネルギーが集中して、
局所的に過熱（ホットスポット）。

・電極焦げ付き⇒運転停止：変性・凝固したタンパク質が電極に焦げ付き、流路の閉塞や装置破損
につながるスパーク放電が発生。

並行平板処理槽における
電極近傍の低流速層の過熱

PEF処理後の

電極面上での

疲卵の焦付き

0リング

卵成分の電極への焦付き

PEF電極間を流れる液体中の
温度分布 COMSOL Multiphys1cs® 
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本研究開発の技術シーズ：従来のPEF殺菌との違い

技術シ ーズ① 電極と高電界部の物理的分離
・孔を設けた絶縁体を電極間に配置して、電極と

高電界部を分離する構造。
⇒電極表面におけるエネルギー密度の低減により

局所過熱と電極一液間の電気化学反応が抑制さ
れ、結果的に成分変性と電極損耗が軽減された。

特許：第7883254号，増田，勝木他6名，「パルス殺菌器処理槽およびパルス殺菌器」，
岩井機械，熊本大学，キュー ピー，キユー ピータマゴ，らくのうマザーズ

技術シ ーズ②冷却アルミナ絶縁体の採用
・絶縁体に熱伝導性のよいアルミナを採用し水冷。
⇒ 問題の低速度層の過熱（ホットスポット）が抑制され、

比較的一様な温度分布が実現された。
⇒食品成分の変性が抑制された。
⇒殺菌効果を高めるための入力増加が可能になった。

流れ

新しいPEF処理槽構造

［ 電極 ■ I 

［ 電極 l

電界分布（計算）

電極(-)
電極(-)

特許出願中：特願2025-153611, 増田，勝木他4名，「パルス殺菌器処理槽および
パルス殺菌器」，岩井機械，熊本大学，キユーピー，らくのうマザーズ

樹脂製PEF処理槽 冷却アルミナPEF処理槽

PEF処理中の温度分布（数値計算）

本研究開発の技術シーズ(PEF)と既存技術（加熱）との比較

評価項目 加熱殺菌 PEF殺菌
0技術的に確立されている。 〇基本的に非加熱処理で食品劣化が小さい。

特徴 〇信頼性が高い。 △処理時の液温制御が必要。
x食品品質が劣化する。 △技術的に未成熟。特に大流量処理が未確立。

殺菌効果 ◎ (~7桁） 0 (~7桁、ただし条件による）
食品品質への影響 △ ◎ 
設置コスト ゜ △ （加熱の+20%)

消費Iネルキ ‘‘

— 0 (50 kJ/kg) 0 (50 kJ/kg)

0食品切替時の廃棄液ロスを削減可
逼用コスト ⇒処理部の滞液量削減率： 96%

その他 （削減効果4,400 L/年 ⇒ 280万円/5年）
0洗浄性向上による保全性改善

⇒生産性および歩留まりの向上に寄与
〇品質向上による製品価値の向上

その他
0高付加価値市場への展開

⇒価格競争ではなく、高付加価値装置としての市場
展開を想定し、トータルでの競争力を確保可能。

本
研
究
開
発
｝

※牛乳を想定。岩井機械工業（株）による評価
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本研究開発の終了時に達成する目標

液卵および牛乳に対して、実用的に十分な殺菌効果を有し、

かつ原料と同等の品質を保持可能で、流量100L/時＊ で安

定に稼働する高電界パルス殺菌装置を開発する。また、この

殺菌装置が故障なく8時間連続稼働＊＊ することを実証する。

＊現在の10倍 ＊＊現在の8倍

摩

社会実装

・小ロット商品製造装置

•新商品開発の試験装置

※将来の中・大規模装置開発の
ためのデータ収集

本研究開発の成果でもたらされるイノベーションインパクト

①新たな商品価値、調理形態の創出

②食品プロセスにおける省エネ、省資源、省力化(SDG'sへの貢献）

③消費期限の延長⇒食品□ス削減、流通・販売エリアの拡大

PEF殺菌技術は食品産業に新たな価値創造をもたらす！

研究開発実施体制および役割

参画者7名
・勝木淳／研究統括
·URA/マネージメント
・技術補佐員
・大学院生4名

熊本大学
（電気工学、バイオエレクトリクス学）

役割：大流量化、殺菌効果を
高めるための基礎研究、

•••••••••••……•••……•••••••…••••••…••••••……•••…...... PEF殺菌実験、数値シミュ
．．．．．

． 

研究開発プラットフォーム \. レーション、細菌物性解析、関
i ·10 L/時処理槽を用いた実験 i 連現象の解明など

·100 L/時処理槽を用いた実験

! 
PEF処理槽設計、
プロセス最適化
など

細菌物性解析、
食品物性解析
など
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参画企業の見解

岩井機械工業（株）

想定している用途•利用分野
①高タンパク食品の殺菌

・低温・高温殺菌：乳製品（牛乳、チーズ）、液卵の品
質改善、製品賞味期間延長、製品□ス削減

・超高温殺菌：乳製品（牛乳）の風味改善、殺菌設備
の運転時間延長、洗浄負荷低減

②果汁飲料・酒造における殺菌、風味改善

本研究開発への期待
①殺菌効果

・芽胞形成菌を除く一般細菌、7桁以上達成
・乳等命令殺菌条件以下での殺菌効果確認

②殺菌エネルギー消費：
・加熱殺菌と同等、100 kJ/kg以下達成

③処理槽耐久性：
. 1年間以上(8時間X365日::::;:3000時間）耐久性

④殺菌システム確立：
・殺菌効果制御および絶縁破壊監視システム
・装置の安全性

キユー ピー（株）

想定している用途•利用分野
①主に業務用の液卵の殺菌

製菓メ ーカ ーや製パンメー カ 一向け製菓用液卵
1 ・料飲業態、ホテル業態、中華業態、給食業態、スー

パーバックヤー ド向けの調理用液卵等
※現在、業務用の殻付き卵市場は約75万トン。

本技術の活用により、最大でそのうちの10%程
1 度（約7.5万トン）をPEF殺菌液卵に置き換え。

I I 

本研究開発への期待
① 100L/時以上の処理速度でも液卵が凝固せず、

安定して稼働できるPEF処理条件の確立
②サルモネラ（あるいはサルモネラの代替菌）を7桁

減数できるPEF処理条件の確立
③未殺菌液卵（未処理の液卵）と同等以上の機能性

（特に泡立ち性、およびスポンジケーキ製造適性）
を維持できるPEF処理条件の確立

本学の研究者が代表を務める課題として、A-STEP「産学共同ステージII ( 
本格フェーズ）」に初めて採択されたことの意義

・熊大発パルスパワーを基盤とする独創的農水食関連研究のアピール：
本学においてパルスパワ ーで実績を積んだ教員数名が農水食分野への展開を進めて

いる。例として、これまでに鮮魚等の殺虫の研究の成果を積極的に発信してきた。その
他、食品殺菌や残渚からの有価物抽出、植物成長促進など、パルスパワ ー技術を基盤と
する独創的な農水食品関連研究を進めており、本学が先導する新たな分野になりつつあ
る。A-STEP採択はこれらを学内外にアピールする絶好の機会である。

·PEF殺菌技術の食品関連業界・社会へのアピール：
JST/A-STEP本格フェ ー ズは、大学発シー ズの実用化を目指す事業として産業界に広

く認知されている。本事業においてPEF殺菌技術の開発を推進することは、産学の有識
者が本技術の社会実装可能性を評価したことを意味する。また、本研究では、将来的に、
加熱殺菌を前提とした関連法令の改正を目指す。その実現のために、本技術に対する業
界全体の理解とコンセンサスの形成が不可欠である。JST/A-STEP本格フェ ー ズの採
択は、業界関係者から高い関心と信頼を得るうえで有効なアピール材料となる。
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"●員 ・ 0800用 在校生用

1日限りの二次募集！
詳細は、 体育会公式

庫t;aigramをご覧ください！

参加者の
二次募集を行います！

ロ 期日： 10月21日（水）正午

---22日（木）正午

日 詩： 2826年18月38日(FRI) 23:88 START 

＂＂：体育会会員3螂円非会員“頂0円教●員• 0806 5888円 ＊在校生、 OBOG、 教職員関係なく、 コー ス別に全ての
応暮 1111 間 ： 9月1 日 (TUE) ~ 18月8 日 (THU) 残り枠を二次募集として募集します！
FULLコース ： 約68KM軍千里ヶ浜START

HALFコース ： 約38KM斬岡葺大櫃晨望所ヨ ・ ミュールSTART

阿蘇耐久遠歩大会の運営

運営組織 資金

以前 ワンダー フォ ー ゲル部（体育会所属大学公認 参加費、大学負担金
サ ー クル）が中心となり、顧問教員の研究室メ ＊学生参加費は500円の時代
ンバーの協力て運営 もあった

現在 体育会及び幹事会役員、かつそのOBOGの 参加費、大学負担金
協力て

‘

運営 ＊学生参加費の値上げ

大会の運営役員の人数を確保するのも大変ですが、 大会運営資金の確保が厳しい状況。

昨今の物価高騰に加え、 安全確保のための光源レンタル品増加など、 運営費用が大幅に増加
したこともあり、 参加費だけでは大会運営が極めて厳しい状況。
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熊本大学

投票数に応じて
私たちが活動資金を

獲得することが
できます！

熊本大学

【パートナー企業】ユナイテッドトヨタ熊本㈱ 、ソフトウエアビジョン㈱ 、西川計測㈱ 、㈱肥後銀行 、㈱Lib Work 、
㈱熊本銀行 、ＫＭバイオロジクス㈱ 、㈱KDS熊本ドライビングスクール 、金剛㈱

への

投票をお願いします！

投票期間 10/16［金］09：00＞＞＞25［日］21：00

日本全国の学生が資金調達する10日間

お問い合わせ先：Giving Campaign運営事務局
Mail：contact@giving-campaign.jp

主催：熊本大学
後援：文部科学省、熊本県
運営：株式会社Alumnote

二次元コードから
今すぐ投票！

熊本大学
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令和 ８年 １０月 １４日 

報 道 機 関 各位 

熊本 × 台湾 ｜ 産業界 × 大学 ｜ 半導体 × 未来 

「Kumamoto-Taiwan Students Summit 2026」開催のお知らせ 

〜日台の学生が集う国際サミット「半導体＋α」〜 

 熊本大学では、日本有数の半導体拠点としての発展に伴い、高度人材の育成と国際共同研究を

強力に推進しております。このたび、熊本大学および台湾の主要 4大学（国立台湾大学、国立清

華大学、国立陽明交通大学、国立成功大学）から半導体研究に取り組む学生が一堂に会する国際

サミット「Kumamoto-Taiwan Students Summit 2026（KTSS 2026）」を開催いたします。 

本サミットでは、「半導体＋α」をテーマに、最新の半導体技術やビジネスモデルに関する講

義、先端企業の訪問、そして「20年後の半導体の未来」を議論するアイデアソン（グループワ

ーク）などを通じて、日台の次世代リーダーによる交流と共創を深めます。 

なお、本サミットは次年度以降も継続して開催する予定としており、今後は熊本と台湾で交互

に実施していくこととしております。 

つきましては、広く一般の方へお知らせいただくとともに、取材をご検討くださいますようお

願い申し上げます。 

※取材をご希望の方は、事前にお申し込みフォーム（Forms）よりご回答をお願いいたしま

す。なお、企業見学プログラムにつきましては取材不可となりますので、あらかじめご了承くだ

さい。 

記 

１． 開催日時 

令和 8年 10月 20日（火）〜 10月 23日（金） 

※取材可能日については「５．取材のお申し込みおよび注意事項」をご参照ください。�

２． 場所 

熊本大学 黒髪南キャンパス 工学部 1号館 2階 共用会議室（熊本市中央区黒髪 2-39-1） 

（※企業訪問およびフィールドトリップは熊本県内各地で実施） 

３． 参加大学 

・日本： 熊本大学（KU）

・台湾： 国立台湾大学（NTU）、国立清華大学（NTHU）、国立陽明交通大学（NYCU）、

国立成功大学（NCKU） 

４． 協力・協賛 

肥後銀行、一般社団法人くまもと半導体グリーンイノベーション協議会（KSGI） 
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５． 取材のお申込みおよび注意事項 

・申込方法

取材をご希望の報道機関の方は、事前に専用お申込みフォーム（Forms）

よりご回答の上、お申し込みください。 

※ Forms URL：https://forms.cloud.microsoft/r/BF6q7ui2W3

・申込期限 令和８年１０月１６日（金）１２時 

・取材可能日時

✓ 令和 8年 10月 20日  9時 00分～9時 30分 …開講式等

✓ 令和8年 10月 20日 15時00分～15時 30分 …グループワーク

※お申込みフォームから希望日時を選択ください。

６． 主なプログラム内容（参考） 

テーマ： 「半導体＋α」 〜20年後の未来に、半導体はどのように関わっていくのか？〜 

・10月 20日（火）［ Day 1: Learn & Connect ］

・10月 21日（水）［ Day 2: Industry Experience ］

・10月 22日（木）［ Day 3: Collaboration ］

・10月 23日（金）［ Day 4: Explore Kumamoto ］

【お問合せ先】 熊本大学 自然科学系事務課 

 TEL：096-342-3520 

 E-mail：szk-reisi@jimu.kumamoto-u.ac.jp 
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October
20-23

2026
at Kumamoto

Kumamoto-Taiwan
Students Summit 2026

テーマ:

半導体 + α

熊本大学と台湾の主要大学の学生が集い、
講義、企業見学、グループワーク、
そして熊本ならではの文化体験を通して、
半導体イノベーションの未来について共に学び、考えます。

学び、挑戦し、協働し、新たな発見へ䏐 4日間の特別なプログラムです

     DAYS OF 
 DISCOVERY!
4

Highlights:
• 第一線で活躍する研究者から学ぶ
• 半導体関連企業を訪問する
• 国際連携チームで協働する
• 「半導体＋α」の新しいアイデアを創出する
• 熊本の文化・自然を体験する

熊本 × 台湾
産業 × 大学

半導体 × 未来

主催:  熊本大学

Tentative

後援: 株式会社肥後銀行
くまもと半導体イノベーション協議会（KSGI）

半導体の未来を、

私たちと創ろう！

Rising Researchers on Semiconductor

25



October
20-23

2026
at Kumamoto

Kumamoto-Taiwan
Students Summit 2026

Theme:

Semiconductor + α

Students from Kumamoto and Taiwan's leading universities 

will explore the future of semiconductor innovation through 

lectures, company visits, teamwork, and cultural experiences 

in Kumamoto.

A four-day journey of learning, innovation, collaboration, and discovery.

DAYS OF 
DISCOVERY!

4

Highlights:
• Learn from Leading Researchers

• Visit Semiconductor Companies

• Collaborate in International Teams

• Create New Ideas for “Semiconductor + α”

• Experience Kumamoto Culture & Nature

Kumamoto × Taiwan

Industry × Academia

Semiconductor × Future

Organized by:  Kumamoto University (KU)

Tentative

Sponsored by: Higo Bank, Ltd.
Kumamoto Semiconductor Green Innovation Association (KSGI)

Let’s shape the future of 

semiconductors together!

Rising Researchers on Semiconductor
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